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質 疑 あ れこれ ６ 月
定 例 会

種
類
の
異
な
る
工
事
が
、
既
存
の

店
舗
が
営
業
を
続
け
な
が
ら
同
時

に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
施
工

業
者
だ
け
で
な
く
来
店
客
の
安
全

性
も
懸
念
さ
れ
る
。

　
店
舗
と
事
業
者
が
一
体
と
な
り

安
全
管
理
を
万
全
に
。

清
水
産
業
振
興
課
長

　
事
業
主
体
は
町
と
国
交
省
。
互

答

い
に
協
議
し
な
が
ら
情
報
を
共
有

し
、
店
舗
の
利
用
客
と
施
工
業
者

に
必
要
な
安
全
管
理
を
行
う
。

ス
マ
ー
ト
農
業
へ

奥
田
　伸
行

　
補
助
金
の
対
象
作
物
と
給
付
目

的
は
。

清
水
産
業
振
興
課
長

　
水
田
に
関
連
し
、
農
薬
散
布
用

の
ド
ロ
ー
ン
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
き
田
植

え
機
購
入
の
補
助
。
ス
マ
ー
ト
技

術
で
効
率
化
を
図
り
、
産
地
を
維

持
す
る
担
い
手
の
確
保
。

油
本
　朋
也

　
ド
ロ
ー
ン
と
田
植
え
機
の
台
数

は
。
購
入
し
管
理
す
る
組
織
は
。

清
水
産
業
振
興
課
長

　
各
１
台
。
ド
ロ
ー
ン
は
町
内
の

営
農
組
織
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
き
田
植
え

機
は
北
条
島
の
農
業
法
人
が
使
用

し
管
理
す
る
。

起
業
者
の
支
援

油
本
　朋
也

　
今
回
の
補
助
金
の
対
象
に
な
る

事
業
種
は
。

問答問答問

　
６
月
定
例
会
が
５
日
か
ら
16
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
付
議
さ
れ
た
全
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。

令
和
７
年
春
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
「
道
の
駅
北
条
公
園
」
北
エ
リ
ア
の
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
の
造
成
工
事
に
１
億
５
８
２
８
万
円
、
ま
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
目
指

す
大
栄
中
学
校
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
に
４
０
４
２
万
円
が
予
算
化
さ
れ
、
年
内
の
完

成
を
目
指
す
。
さ
ら
に
肥
料
価
格
高
騰
対
策
に
１
２
５
２
万
円
計
上
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
臨
時
交
付
金
と
し
て
、
町
内
の
消
費
拡
大
や
住
民
税
非
課

税
世
帯
へ
の
物
価
高
騰
支
援
に
４
３
９
５
万
円
を
計
上
。
本
年
度
の
一
般
会
計
は
１
０
３
億

円
を
超
え
、
昨
年
同
時
期
対
比
で
５
㌫
増
と
な
っ
た
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

井
川
　敦
雄

　
今
秋
か
ら
北
条
支
所
を
含
む
役

場
窓
口
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
導
入
の
予
定
だ
が
、

❶
利
用
で
き
る
支
払
方
法
は
。

❷
複
数
の
コ
ー
ド
決
済
に
対
応
で

き
る
、
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
の
検
討
は
。

中
野
企
画
財
政
課
長

❶
一
般
的
に
普
及
し
て
い
る
電
子

決
済
を
予
定
。
他
に
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、交
通
系
の
電
子
マ
ネ
ー
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
な
ど
を
幅
広
く
考
え

て
い
る
。岡

本
副
町
長

❷
今
は
経
産
省
が
関
与
し
企
画
を

問答答

清
水
産
業
振
興
課
長

　
自
宅
を
利
用
し
た
ネ
イ
ル
サ
ロ

ン
が
１
軒
。
空
き
家
を
利
用
し
た

カ
フ
ェ
が
コ
ナ
ン
通
り
を
含
む
由

良
宿
に
２
軒
。

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事

前
田
　栄
治

　
利
用
の
継
続
が
前
提
で
、
大
規

模
な
法
面
工
事
が
行
わ
れ
た
施
設

が
解
体
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
工
事
の

財
源
と
な
っ
た
起
債
等
の
返
還
が

生
じ
る
の
で
は
。

手
嶋
地
域
整
備
課
長

　
そ
の
財
源
は
法
面
工
事
だ
け
で

な
く
、
下
の
民
家
を
守
る
急
傾
斜

地
対
策
も
対
象
で
あ
る
。
仮
に
更

地
に
な
っ
て
も
条
件
を
満
た
し
返

還
は
不
要
と
認
識
す
る
。

答問答

ま
と
め
て
い
る
段
階
。
対
応
は
今

後
考
え
る
。

乗
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
運
行
支
援

蓑
原
　美
百
合

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
車
の
燃

料
費
の
高
騰
が
原
因
か
。

中
野
企
画
財
政
課
長

　
利
用
回
数
が
当
初
の
想
定
を
上

回
り
、
当
初
予
算
の
不
足
が
見
込

ま
れ
る
た
め
要
求
し
た
。

道
の
駅
北
条
公
園
の
安
全
施
工

野
田
　秀
樹

　
山
陰
道
と
道
の
駅
北
エ
リ
ア
の

問答問

「
道
の
駅
北
条
公
園
」

北
エ
リ
ア
造
成
工
事
に
着
手道の駅と工事が進む山陰道

長い間ありがとう

畜
産
経
営
に
飼
料
高
騰
対
策

斉
尾
　智
弘

　
補
助
金
の
対
象
に
な
る
軒
数

と
、
飼
料
価
格
高
騰
分
の
補
填
割

合
は
。

清
水
産
業
振
興
課
長

　
酪
農
５
、
肥
育
４
、
養
豚
２
、

養
鶏
２
の
計
13
軒
が
対
象
。

　
補
填
割
合
は
種
類
で
異
な
る

が
、
例
え
ば
酪
農
は
県
と
町
を
合

わ
せ
、
８
月
以
降
は
１
頭
当
た
り

県
の
基
準
額
を
上
回
っ
た
額
の
75

㌫
と
な
る
。

男
子
ト
イ
レ
の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

斉
尾
　智
弘

　
公
共
施
設
に
40
個
を
導
入
の
予

定
だ
が
、小
中
学
校
へ
の
対
応
は
。

磯
江
総
務
課
長

　
各
公
共
施
設
に
問
い
合
わ
せ
た

が
、
学
校
か
ら
は
不
要
と
回
答
さ

れ
た
の
で
、
設
置
し
な
い
。

問答

モー大変

問答

ほ
く
ほ
く
カ
ー
ド
で
消
費
拡
大

井
川
　敦
雄

❶
チ
ャ
ー
ジ
額
の
20
㌫
が
ポ
イ
ン

ト
で
付
与
さ
れ
る
が
、
１
回
の
限

度
額
や
回
数
に
上
限
を
設
け
る
の

か
。

❷
事
業
の
目
的
が
物
価
高
騰
対
策

な
ら
ば
、
前
回
と
同
様
に
各
カ
ー

ド
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
て
は
。

清
水
産
業
振
興
課
長

❶
以
前
は
チ
ャ
ー
ジ
の
上
限
を
１

回
10
万
円
で
５
回
ま
で
と
し
て
い

た
が
、
今
回
は
広
く
行
き
渡
る
よ

う
１
回
10
万
円
を
３
回
ま
で
と

し
、
利
用
者
の
増
加
で
消
費
拡
大

を
図
る
。

❷
過
去
２
回
の
傾
向
で
は
ポ
イ
ン

ト
が
自
動
的
に
付
与
さ
れ
る
よ

り
、
自
分
で
現
金
を
チ
ャ
ー
ジ
す

る
方
の
利
用
率
が
高
か
っ
た
。

　
商
工
会
の
要
望
も
あ
り
、
こ
の

方
法
を
選
ん
だ
。

問答

ポイント増量中

議決結果一覧
一般会計補正予算（第２号・第３号）� （233万円�・4395万円） 可決（全会一致）

【一般会計補正予算第３号】
賛成討論：蓑原美百合

住民税非課税世帯や、町内の消
費拡大の配慮がなされている。

国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）� （８万円）

大栄歴史文化学習館特別会計補正予算（第１号）� （40万円）

工事委託契約の締結� �（令和５年度 道の駅北条公園造成工事）

議会だより北栄 ６７号
２０２３年８月3

質 疑 あ れこれ

みなさまからの 請願・陳情 はこうなりました
請願・陳情件名 請願・陳情者名 採決 委員会意見

地方財政の充実・強化を求める請願

自治労鳥取県本部
� 執行委員長　山口　一樹
北栄町職員労働組合
� 執行委員長　手嶋　仁美
� （紹介議員　蓑原美百合）

採　択
（全会一致）
意見書を提出

地方財政の安定と予算の確保を図るため

ゆたかな学びの実現・教職員定数改
善をはかるため、2024年度政府予
算に係る意見書採択の陳情

鳥取県高等学校教職員組合
中部支部　
� 支部長　谷口善一朗
鳥取県教職員組合中部支部
� 支部長　山根　義孝

採　択
（全会一致）
意見書を提出

きめ細かい教育活動や働き方改革のため
必要な財源措置を講ずるべきである

森林環境譲与税の譲与基準の見直し
に関する陳情

鳥取県中部森林組合
�代表理事組合長　小川　克彦

採　択
（全会一致）
意見書を提出

森林整備をより効率的に推進するため、
譲与基準の見直しが必要である
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質　　問　　事　　項 質問者 ページ

ねんりんピックはばたけ鳥取2024
井川　敦雄 5

コウノトリとの共生

投票率
中山　功一 6

部活動の地域移行

ヘルメット着用
蓑原美百合 7

３歳以上児の給食

JA施設利用料負担への支援
斉尾　智弘 8

不登校対策

町財政
秋山　　修 9

町のホームページ

DX（デジタルトランスフォーメーション）
長谷川昭二 10

健康保険証の廃止

地域新電力
阪本　和俊 11

青山剛昌ふるさと館の新築移転

新・巨大風車の建設 油本　朋也
12

教員の働き方改革 奥田　伸行

子育て支援 河本　文哉 13

６月定例会では10人の議員が
一般質問を行いました

ここを う問町
政

町
政
こ
こ
を
問
う

議会だより北栄 ６７号
２０２３年８月5

　
　
　
　
　
　
❶
早
急
に
、

構
成
メ
ン

バ
ー
を
固
め
、
実
行
委
員
会

の
設
立
総
会
を
開
催
し
た
い
。

❷
１
日
目
は
15
チ
ー
ム
１
３

５
人
、
２
日
目
は
20
チ
ー
ム

１
８
０
人
の
選
手
と
、
そ
れ

以
外
の
来
場
者
を
１
日
に
２

０
０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

❸
今
年
度
の
開
催
地
を
視
察

し
、
会
場
の
設
営
、
運
営
体

制
の
確
認
を
行
う
予
定
。
そ

の
他
、
地
元
特
産
物
の
紹
介

や
販
売
、
観
光
物
産
Ｐ
Ｒ
な

ど
も
企
画
。

町
長

　
　
　
　
　
　「
第
36
回

全
国
健
康

福
祉
祭
と
っ
と
り
大
会
」

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ど

の
よ
う
な
態
勢
で
取
り
組

む
の
か
。

❶
実
行
委
員
会
の
立
ち
上

げ
は
。

❷
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
を

受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、

予
定
さ
れ
る
参
加
チ
ー
ム

や
、
来
場
者
の
見
込
み
数

は
。

❸
受
け
入
れ
態
勢
は
。

井
川

町長 今年度開催地を視察し準備
受け入れ態勢は
ねんりんピックはばたけ鳥取2024

子
育
て
中
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
助
成
を

教
育
長

あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
い
く

コ
ウ
ノ
ト
リ
と
の
共
生

　
　
　
　
　
　「
兵
庫
県
立

コ
ウ
ノ
ト
リ

の
郷
公
園
」
な
ど
有
識
者
の

意
見
を
伺
い
、
次
の
営
巣
に

間
に
合
う
よ
う
、
今
年
度
中

に
人
工
巣
塔
の
設
置
を
進
め

た
い
。
今
後
も
町
と
連
携
し

な
が
ら
、
安
心
し
て
営
巣
で

き
る
環
境
を
整
え
、
地
域
の

方
と
と
も
に
、
あ
た
た
か
く

見
守
っ
て
い
き
た
い
。

教
育
長

　
　
　
　
　
　
昨
年
に
引

き
続
き
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
営
巣
し
子

育
て
に
励
ん
で
い
る
。
昨

年
の
９
月
定
例
会
に
て
、

町
長
が
「
来
年
も
飛
来
し

て
来
る
よ
う
な
ら
、
保
護

対
策
を
検
討
し
た
い
。」
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、今
後

ど
う
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

井
川

おかえりなさい

ねんりんピックキャラクター「あおやかみじろう」

井
い

川
がわ

　敦
あつ

雄
お

町
政
こ
こ
を
問
う
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❶
今
回
の
投
票
率
は
過
去
４

番
目
に
低
い
。
全
国
も
同
様

に
、
下
降
線
を
た
ど
っ
て
い

る
。投
票
率
向
上
の
た
め
に
、

今
後
も
よ
り
一
層
の
努
力
が

選
挙
管
理
委
員
長

　
　
　
　
　
　
４
月
９
日

に
県
知
事

選
挙
、
県
議
会
議
員
選
挙

が
あ
っ
た
。
北
栄
町
の
投

票
率
は
58・67
㌫
で
あ
り
、

有
権
者
の
６
割
を
切
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
以
下
を
伺
う
。

❶
現
状
の
把
握
は
。 

❷
投
票
所
の
統
合
は
影
響

を
与
え
て
い
な
い
か
。

❸
「
こ
ど
も
選
挙
」
な
ど

で
、
選
挙
に
対
す
る
教
育

を
強
化
す
べ
き
で
は
。

中
山

選挙管理委員長 より一層の努力が必要
教育長 可能な連携や協力はしたい

なんとかせんといけんでないか
投票率

学
校
・
地
域
・
行
政
で
の
話
し
合
い
を

町
長
教
育
委
員
会
を
中
心
に

教
育
長

然
る
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
施

部
活
動
の
地
域
移
行つ

い
て
は
、
教
育
委
員
会
を

中
心
に
行
っ
て
い
た
だ
き
、

私
も
適
切
な
判
断
が
行
え
る

よ
う
対
応
す
る
。

　
　
　
　
　
　
中
学
校
部

活
動
の
地

域
移
行
が
今
年
度
か
ら

「
改
革
推
進
期
間
」
に
入

り
、
段
階
的
に
動
き
始
め

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
以
下
を
伺
う
。 

❶
地
域
移
行
を
し
て
い
る

部
活
動
は
あ
る
か
。

❷
受
け
皿
と
な
る
団
体
は

あ
る
か
。

❸
中
体
連
の
動
き
は
。

❹
行
政
、
地
域
、
教
職
員

で
の
意
見
交
換
の
場
が
早

急
に
必
要
で
は
。

中
山

必
要
。

❷
投
票
所
の
数
を
20
か
ら
12

に
変
更
し
た
以
降
で
は
10
㌫

前
後
の
下
落
。
投
票
率
の
低

下
は
全
国
的
な
現
象
で
あ

り
、
削
減
が
大
き
く
影
響
し

た
も
の
で
は
な
い
。

❸
大
変
良
い
取
り
組
み
だ

が
、
主
権
者
教
育
と
し
て
取

り
組
む
考
え
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
❸
子
ど
も
が

地
域
を
考
え

る
き
っ
か
け
や
、
社
会
参
加

を
促
す
仕
掛
け
と
し
て
は
面

白
い
取
り
組
み
。

　
し
か
し
、
行
政
主
導
か
つ

学
校
教
育
の
中
で
実
施
す
る

こ
と
は
現
時
点
で
難
し
い
。

北
栄
町
で
民
間
主
導
の
同
様

の
動
き
が
あ
れ
ば
、
教
育
委

員
会
と
し
て
可
能
な
連
携
や

協
力
は
し
た
い
。

教
育
長

　
　
　
　
　
　
❶
現
時
点
で

は
な
い
。

❷
種
目
に
よ
り
状
況
が
異
な

る
。
中
学
生
が
参
加
し
て
い

る
地
域
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
な
ど

が
あ
り
、
受
け
皿
に
な
る
可

能
性
は
あ
る
。
一
方
、
既
存

団
体
が
な
い
種
目
に
お
い

て
、
地
域
移
行
の
受
け
皿
と

し
て
新
た
な
団
体
・
組
織
を

立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
動
き

は
起
き
て
い
な
い
。

❸
今
年
度
か
ら
、
事
前
登
録

さ
れ
た
地
域
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

も
大
会
参
加
が
可
能
と
な

り
、選
手
登
録
を
部
活
動
か
、

教
育
長

地
域
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
か
を
生

徒
個
人
が
選
べ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

❹
現
在
、
県
中
部
の
教
育
委

員
会
で
議
論
を
重
ね
て
い

る
。
協
議
を
す
る
場
も
然
る

べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
施
さ

れ
る
と
考
え
る
。

未来を動かすその一票

　
　
　
　
　
　
❹
ど
の
よ
う

に
対
策
を
講

じ
れ
ば
よ
い
か
思
案
し
て
い

る
。
関
係
者
間
で
の
協
議
に

町
長

中
なか

山
やま

　功
こう

一
いち

町
政
こ
こ
を
問
う

議会だより北栄 ６７号
２０２３年８月7

　
　
　
　
　
　
４
月
か
ら

全
て
の
自

転
車
利
用
者
に
対
し
て
、

命
を
守
る
た
め
に
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務

に
な
っ
た
。

　
自
転
車
を
安
全
で
快
適

に
利
用
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
以
下

の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
安
全
教
育
実
施
状
況
は
。

❷
自
転
車
利
用
者
に
ヘ
ル

メ
ッ
ト
購
入
促
進
の
た

め
、
購
入
費
の
補
助
対
象

を
拡
大
し
て
は
。

蓑
原

町長 考えていない
教育長 時期を捉えて指導

購入費補助対象の拡大を
ヘルメット着用

あ
た
た
か
い
ご
飯
を

町
長
一
定
の
自
己
負
担
が
原
則

教
育
長

人
員
不
足
で
困
難

３
歳
以
上
児
の
給
食

　
　
　
　
　
　
❶
交
通
安
全

協
会
北
栄
支

部
が
、
交
通
安
全
運
動
期
間

ご
と
に
啓
発
し
て
い
る
。
ま

た
、
各
自
治
会
の
交
通
部
長

に
対
し
て
、
自
転
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
の
呼
び
か
け
を

依
頼
し
て
い
る
。

❷
対
象
拡
大
は
考
え
て
い
な

い
。 町

長
　
　
　
　
　
　
❶
小
中
学
校

で
は
時
期
を

捉
え
、
登
校
班
へ
の
指
導
、

自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
な

ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

教
育
長

　
　
　
　
　
　
❶
食
事
提
供

を
受
け
る
場

合
は
、
一
定
の
自
己
負
担
が

原
則
。
金
銭
と
な
る
か
、
白

ご
飯
（
現
物
準
備
）
の
ど
ち

町
長

　
　
　
　
　
　
3
歳
未
満

児
に
は
ご

飯
が
提
供
さ
れ
て
い
る

が
、
３
歳
以
上
児
は
ご
飯

を
持
参
し
て
い
る
。

　
保
護
者
は
毎
日
の
ご
飯

の
準
備
が
大
変
。
夏
季
に

は
食
中
毒
の
リ
ス
ク
、
冬

季
は
冷
た
く
な
っ
て
し
ま

う
。
食
育
と
子
育
て
支
援

の
充
実
の
た
め
、
以
下
の

点
に
つ
い
て
伺
う
。

❶
試
算
で
は
、
３
歳
以
上

児
２
５
３
人
で
食
器
、
炊

飯
器
だ
け
で
約
63
万
円
だ

が
、
ご
飯
提
供
す
る
場
合

に
必
要
と
な
る
費
用
は
い

く
ら
か
。

❷
昨
年
６
月
議
会
で
あ
た

蓑
原

た
か
い
ご
飯
が
提
供
で
き

る
よ
う
、
主
食
提
供
の
意

向
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
も

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
の
答
弁
だ
っ

た
。
検
討
結
果
は
。

　
　
　
　
　
　
❶
費
用
は
食

器
、炊
飯
器
、

食
器
保
管
庫
、
コ
メ
の
購
入

費
と
人
件
費
が
想
定
さ
れ
る
。

❷
あ
た
た
か
い
食
事
の
提
供

と
い
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と

は
考
え
る
が
、
人
員
不
足
の

た
め
実
施
は
難
し
い
。

　
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
は
実

施
し
て
い
な
い
。

教
育
長

ら
か
に
な
る
が
、
判
断
は
教

委
育
委
員
会
に
任
せ
た
い
。

蓑
みの

原
はら

美
み

百
ゆ

合
り

おいしく食べよう

安全に走ろう

町
政
こ
こ
を
問
う
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❶
各
生
産
部

や
Ｊ
Ａ
等
の

関
係
者
が
、
施
設
改
修
、
将

来
の
施
設
管
理
の
在
り
方
等

の
検
討
を
重
ね
ら
れ
、
生
産

者
の
み
な
さ
ん
の
意
思
決
定

を
も
と
に
行
わ
れ
た
も
の
。

❷
経
費
を
価
格
に
転
嫁
す
る

た
め
は
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高

め
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
。
そ
の
た
め
に
は
、
北
栄

町
の
農
産
物
が
日
本
一
と
し

て
市
場
・
消
費
者
に
認
識
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
。

関
係
機
関
と
一
丸
と
な
り
、

各
農
作
物
の
一
層
の
収
量

ア
ッ
プ
、
品
質
向
上
に
取
り

組
む
。 町

長

　
　
　
　
　
　
❶
現
状
で

は
、
保
護
者

同
士
が
悩
み
や
情
報
を
共
有

し
合
う
よ
う
な
場
は
設
け
て

い
な
い
。
会
の
設
置
を
希
望

さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
協
力

や
連
携
は
行
う
。
近
隣
市
町

の
保
護
者
会
を
紹
介
す
る
こ

と
も
可
能
。

❷
相
談
室
や
保
健
室
な
ど
で

教
育
長

　
　
　
　
　
　
長
芋
集
出

荷
貯
蔵
所

が
新
た
に
稼
動
し
た
。
衛

生
管
理
を
徹
底
し
た
洗
浄

設
備
や
、
大
容
量
の
予
冷

庫
を
備
え
た
施
設
と
な

り
、利
用
料
が
上
が
っ
た
。

❶
こ
れ
ら
の
利
用
料
の
値

上
が
り
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

❷
経
費
上
昇
分
を
農
産
物

価
格
に
転
嫁
し
て
販
売
す

る
仕
組
み
作
り
が
必
要
で

は
。 斉

尾

　
　
　
　
　
　
文
科
省
の

調
べ
で
は

２
０
２
１
年
度
の
不
登
校

の
小
中
高
生
は
過
去
最
多

と
な
っ
た
。
本
町
も
増
加

し
て
い
る
が
、
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
以
下

の
点
を
伺
う
。

❶
不
登
校
の
子
ど
も
を
支

援
す
る
「
保
護
者
の
会
」

の
設
置
は
。

❷
学
校
に
行
き
づ
ら
く

な
っ
た
児
童
生
徒
が
、
落

ち
着
い
て
勉
強
で
き
る
ス

ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー

ム
の
設
置
を
。

斉
尾

町長 ブランド力の向上を
上昇分を価格に転嫁は
JA 施設利用料負担への支援

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム

教
育
長

学
校
と
と
も
に
検
討

不
登
校
対
策

他の質問

▼�

脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

受
け
入
れ
を
行
う
「
別
室
登

校
」の
環
境
は
整
っ
て
い
る
。

民
間
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
も

あ
り
、
学
校
以
外
の
居
場
所

の
選
択
肢
も
確
保
さ
れ
て
い

る
。

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト

ル
ー
ム
に
つ
い
て
、
学
校
と

と
も
に
検
討
し
た
い
。

斉
さい

尾
お

　智
とも

弘
ひろ

積み上がる長芋 積み上がる経費

増える保健室登校

町
政
こ
こ
を
問
う

議会だより北栄 ６７号
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❶
目
標
は
10

億
円
。
減
債

基
金
は
、
後
年
度
に
お
け
る

起
債
償
還
に
要
す
る
経
費
と

し
て
追
加
交
付
が
あ
っ
た
た

め
に
積
み
立
て
た
。

❷
70
億
円
台
前
半
で
推
移
し

て
い
る
。
当
面
の
起
債
残
高

は
増
加
し
、
ピ
ー
ク
は
令
和

９
年
度
の
約
97
億
円
と
な
る

見
込
み
。

❸「
青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と
館
」

は
、事
業
費
28
億
円
の
う
ち
、

地
方
債
借
入
25
億
２
０
０
０

町
長

　
　
　
　
　
　
❶
各
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
入
ら

な
い
行
事
が「
全
て
の
行
事
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
基
準

は
な
い
が
、
各
課
が
伝
え
た

町
長

　
　
　
　
　
　
❶
財
政
調

整
基
金
の

適
正
規
模
は
。
減
債
基
金

の
使
途
は
。

❷
地
方
債
残
高
の
推
移
と

現
状
、今
後
の
見
込
み
は
。

❸
「
青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と

館
」
と
「
道
の
駅
北
条
公

園
」
の
再
整
備
の
初
期
投

資
の
財
源
の
内
訳
は
。

❹
実
質
公
債
費
比
率
と
将

来
負
担
比
率
の
推
移
と
現

状
、
今
後
の
見
通
し
は
。

秋
山

町長 決算確定後に今後の見通しを
推移と現状は
町財政

掲
載
基
準
は

町
長
各
課
が
伝
え
た
い
も
の

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

い
も
の
を
掲
載
し
て
い
る
。

❷
見
や
す
さ
と
関
連
性
を
考

え
な
が
ら
統
一
性
を
持
た
せ

た
い
。
掲
載
順
序
は
新
し
い

も
の
を
上
に
追
加
す
る
。

❸
限
ら
れ
た
紙
面
で
こ
れ
以

上
詳
し
く
表
示
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
見
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　❶
イ
ベ
ン

ト
カ
レ
ン

ダ
ー
の
掲
載
基
準
、
管
理

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
る
か
。

❷
「
プ
ラ
ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
」

「
委
員
会
・
審
議
会
」
の

並
び
を
同
じ
に
し
、
会
議

録
な
ど
の
掲
載
順
序
を
統

一
で
き
な
い
か
。

秋
山

❸
広
報
北
栄
に
掲
載
さ
れ

る
公
営
企
業
会
計
の
決
算

情
報
を
、
町
民
に
分
か
り

や
す
く
す
る
工
夫
は
さ
れ

た
の
か
。

万
円
。「
道
の
駅
北
条

公
園
」
は
、
事
業
費
14

億
５
０
０
０
万
円
の
う

ち
、
地
方
債
借
入
９
億

９
０
０
０
万
円
、
国
交

付
金
１
億
９
０
０
０
万

円
、
基
金
取
崩
し
８
３

０
０
万
円
。

❹
そ
れ
ぞ
れ
令
和
３
年

度
で
10・４
㌫
、
64・８

㌫
と
、
減
少
傾
向
に
あ

る
。
令
和
４
年
度
決
算

が
確
定
次
第
、
今
後
の

見
通
し
を
算
定
す
る
。

秋
あ き

山
や ま

　修
おさむ

スマホでもどうぞ

将来負担比率と実質公債費比率の推移

どうなる令和４年度
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良い数値の方向

実質公債費比率町
政
こ
こ
を
問
う
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　❶
政
府
の
進

め
る
Ｄ
Ｘ
を

そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
考
え

は
な
い
。
真
に
充
て
る
べ
き

も
の
に
資
源
を
集
中
さ
せ
る

た
め
に
取
捨
選
択
を
行
う
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
も
の
は
、
町
民
の
利
益

を
損
な
わ
な
い
よ
う
対
応
が

必
要
。

❷
❸
職
員
が
よ
り
人
と
向
き

合
う
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
解
決
す

る
。
し
っ
か
り
対
応
で
き
る

よ
う
職
員
を
配
置
す
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　Ｄ
Ｘ
の
推

進
に
つ
い

て
伺
う
。

❶
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
は
利

便
性
と
危
険
性
の
両
面
が

有
る
。
国
の
進
め
る
ま
ま

に
推
進
す
る
こ
と
に
は
慎

重
で
あ
る
べ
き
。

❷
現
実
の
課
題
を
検
討
し

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
べ

き
。

❸
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
え

な
い
人
が
サ
ー
ビ
ス
か
ら

取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う

に
、
対
応
す
る
職
員
の
確

保
を
。

長
谷
川

町長 取捨選択し進める
推進は慎重に
DX（デジタルトランスフォーメーション）

中
止
要
請
を

町
長
国
に
検
証
と
対
応
を
求
め
た
い

健
康
保
険
証
の
廃
止

　
　
　
　
　
　マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー

ド
を
取
得
し
い
な
い
場

合
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

健
康
保
険
証
の
資
格
確
認

が
出
来
な
く
な
り
、
一
旦

窓
口
で
全
額
支
払
い
と
な

る
。　や

む
を
得
な
い
場
合
に

限
り
、
請
求
す
れ
ば
資
格

確
認
書
を
交
付
す
る
と
し

て
い
る
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
な
ど
は
交
付
対
象
に
な

ら
な
い
可
能
性
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

　こ
の
問
題
で
の
町
の
対

応
と
健
康
保
険
証
を
廃
止

し
な
い
よ
う
政
府
に
要
請

を
。 長

谷
川

　
　
　
　
　
　サ
ラ
リ
ー
マ

ン
へ
の
「
資

格
確
認
書
」
の
交
付
は
、
ま

だ
調
整
中
で
あ
り
、
分
か
ら

な
い
。
国
に
は
、
分
か
り
や

す
い
制
度
と
な
る
よ
う
周
知

方
法
等
を
働
き
か
け
た
い
。

町
長

　制
度
が
変
わ
っ
た
こ
と
で

医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
の
で
、
し
っ
か
り
対
応

し
た
い
。
廃
止
の
中
止
は
難

し
い
が
、
国
に
検
証
と
対
応

を
求
め
た
い
。

長
は

谷
せ

川
がわ

　昭
しょう

二
じ

マイナちゃん

町長室でのDX

町
政
こ
こ
を
問
う
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町
民･

事
業
者
に
周
知
す
る

と
聞
い
て
い
る
。
今
回
も
事

業
者
が
報
道
さ
れ
た
よ
う

だ
。
ま
た
、
今
ま
で
３
町
議

会
へ
の
説
明
で
、
料
金
割
引

が
大
き
く
な
い
こ
と
な
ど
説

明
し
て
い
る
。

❷
売
電
事
業
の
み
で
、
送
配

電
は
中
国
電
力
を
使
う
の
で

町
の
責
任
は
な
い
。

❸
課
徴
金
な
ど
は
電
気
料
金

に
賦
課
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

い
し
、
今
回
の
値
上
げ
も
賦

課
さ
れ
て
い
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
❶
事
業
を
開

始
す
る
際
に

町
長

　
　
　
　
　
　
❶
鳥
取
み

ら
い
電
力

の
電
気
料
金
は
、
大
手
電

力
会
社
よ
り
少
し
安
い
程

度
と
報
道
で
知
っ
た
。
住

民
に
説
明
す
べ
き
。

❷
北
栄
町
が
呼
び
か
け
起

ち
上
げ
た
「
鳥
取
み
ら
い

電
力
」
だ
が
、
自
然
災
害

な
ど
の
停
電
リ
ス
ク
等
に

責
任
が
と
れ
る
か
。

❸
中
国
電
力
の
赤
字
を
受

益
者
が
補
う
の
か
。

阪
本

町長 町の責任はない
停電リスクに責任とれるか
地域新電力

何
億
も
の
投
資
は
問
題

町
長
町
民
の
理
解
を
得
た
い

青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と
館
の
新
築
移
転

　
　
　
　
　
　
❶
中
期
財
政

見
通
し
で

は
、
事
業
費
28
億
円
の
内
、

地
方
債
借
入
金
25
億
2
０
０

０
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

町
長

❷
届
い
て
い
な
い
。

❸
い
ろ
ん
な
所
で
示
し
て
い

き
た
い
。金
額
等
決
定
次
第
、

議
会
と
町
民
に
説
明
し
、
理

解
を
得
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
❶
過
疎
債

を
中
心
に

取
り
組
め
ば
、
町
の
負
担

は
3
分
の
1
の
10
億
円
で

済
む
と
の
考
え
方
で
間
違

い
な
い
か
。

❷
原
画
は
、
借
り
受
け
た

も
の
で
町
に
寄
付
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
。
借
り
物

の
保
管
の
た
め
に
町
が
何

億
円
も
投
資
す
る
こ
と
は

問
題
で
は
な
い
か
と
い
っ

た
声
を
聞
く
が
、
町
長
の

耳
に
届
い
て
い
る
か
。

❸
今
ま
で
の
費
用
と
今
後

の
計
画
を
示
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
、
町
民
は
す
ご

く
不
安
に
な
っ
て
い
る
。

阪
本

阪
さか

本
もと

　和
かず

俊
とし

移転計画が進む「青山剛昌ふるさと館」

ⓒ青山剛昌／小学館

町
政
こ
こ
を
問
う
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　風
力
発
電
だ

け
が「
賛
成
」

と
言
っ
た
の
で
は
な
い
。
風

力
で
あ
れ
太
陽
光
で
あ
れ
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

者
の
参
入
は
賛
成
と
い
う
意

味
だ
。

　民
間
事
業
者
を
幅
広
く
町

に
迎
え
入
れ
る
の
が
、
私
の

役
目
で
あ
る
。
町
に
と
っ
て

有
益
か
否
か
は
、
そ
の
後
で

判
断
す
る
。

　今
後
の
環
境
影
響
評
価
の

過
程
で
町
の
意
見
を
出
し
、

そ
の
結
果
反
対
な
ら
当
然
反

対
と
言
う
。
今
は
撤
回
し
な

い
。 町

長

　
　
　
　
　
　風
力
発
電

は
、
脱
炭

素
社
会
へ
の
手
段
の
一
つ

に
過
ぎ
な
い
。

　町
民
の
関
心
が
低
い
民

間
の
巨
大
風
車
の
建
設
に

対
し
、
昨
年
町
長
が
一
方

的
に
宣
言
し
た
、
客
観
的

な
根
拠
を
伴
わ
な
い
「
賛

成
」を
撤
回
す
べ
き
で
は
。

　国
・
県
の
意
見
や
事
業

者
か
ら
納
得
で
き
る
具
体

的
か
つ
合
理
的
な
メ
リ
ッ

ト
と
リ
ス
ク
が
明
確
に
示

さ
れ
、
住
民
と
意
識
が
共

有
で
き
る
ま
で
、
事
態
を

静
観
す
べ
き
で
は
。

油
本

町長 今は撤回しない
根拠なき「賛成」の撤回を
新・巨大風車の建設

労
働
環
境
の
見
直
し
を

教
育
長

意
識
改
革
を
進
め
て
い
る

教
員
の
働
き
方
改
革

　
　
　
　
　
　教
育
現
場

で
問
題
に

な
っ
て
い
る
教
員
の
長
時

間
労
働
の
実
態
と
解
決
策

に
つ
い
て
、
以
下
の
点
を

伺
う
。

❶
本
町
の
小
・
中
学
校
の

教
職
員
の
、
時
間
外
労
働

の
現
状
は
。

❷
労
働
環
境
の
改
善
、
業

務
効
率
化
に
つ
い
て
、
実

施
し
て
い
る
こ
と
、
検
討

し
て
い
る
こ
と
は
。

❸
単
な
る
習
慣
と
な
っ
て

奥
田

い
る
業
務
を
見
直
し
、
教

員
に
は
教
員
で
し
か
出
来

な
い
こ
と
を
や
る
べ
き
で

は
。

ら
、
減
少
に
向
け
積
極
的
に

取
り
組
む
よ
う
意
識
改
革
を

進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　 ❶
昨
年

度
の
1

人
当
た
り
の
月
平
均

の
時
間
外
労
働
は
、

小
学
校
で
43・
1
時

間
。
中
学
校
で
は
30・

9
時
間
で
あ
る
。

❷
教
育
委
員
会
で「
学

校
業
務
改
善
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
時
間
外

労
働
の
削
減
目
標

を
定
め
、
現
状
の

見
直
し
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

❸
子
ど
も
た
ち
へ

の
効
果
を
見
な
が

教
育
長

部活動の様子

奥
おく

田
だ

　伸
のぶ

行
ゆき

油
ゆ

本
もと

　朋
とも

也
や

風の動きはどっち

町
政
こ
こ
を
問
う
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続
で
き
る
の
か
を
慎
重
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　ま
た
、
経
済
的
支
援
だ
け

で
な
く
、
現
在
実
施
し
て
い

る
保
育
事
業
な
ど
を
充
実
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
。

　18
歳
以
下
の
子
ど
も
の
医

療
費
の
無
償
化
は
県
と
共
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
学
校
給

食
、
保
育
料
の
無
償
化
は
考

え
て
い
な
い
。
今
後
も
国
や

県
の
動
き
も
踏
ま
え
な
が
ら

考
え
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　子
育
て
支

援
を
充
実

さ
せ
る
自
治
体
も
増
え
て

い
る
。

　経
済
サ
ポ
ー
ト
と
し
て

医
療
費
、
学
校
給
食
、
保

育
料
な
ど
の
無
償
化
や
補

助
を
実
現
さ
せ
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
は
な
い
か
。

河
本

町長 継続できるのかを慎重に
無償化や補助は
子育て支援

追跡あの質問はどうなった?
【令和４年12月定例会】
「B＆Ｇ海洋
� センターの看板」

【野田議員】
▶�町のランドマークなのに場
所がわかりづらい。利用者
によく見える看板に。

【前田生涯学習課長】
▶�以前は施設名の表示がな
かったが、お客様にわかり
やすい看板にしたい。

「よーなったなぁ～。」

問

答

住民

すくすく育ってね

　
　
　
　
　
　予
算
の
確
保

を
現
時
点
だ

け
で
な
く
、
将
来
的
に
も
継

町
長

河
かわ

本
もと

　文
ふみ

哉
や

令和５年３月７日 完成

町
政
こ
こ
を
問
う
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発
行
責
任
者

　議
　長
　津
川
　俊
仁

編
集　広

報
広
聴
常
任
委
員
会

　委
員
長
　油
本
　朋
也

　副
委
員
長

　中
山
　功
一

　委
　員
　河
本
　文
哉

　
　
　
　
　蓑
原
美
百
合

　
　
　
　
　野
田
　秀
樹

　
　
　
　
　長
谷
川
昭
二

　
議
会
の
慣
例
に
よ
り
、
10

月
で
今
回
の
編
集
グ
ル
ー
プ

は
解
散
し
ま
す
。

　
ユ
ー
モ
ア
と
ウ
イ
ッ
ト
を

交
え
、エ
ッ
ジ
の
効
い
た
ワ
ー

ド
を
駆
使
し
、
読
者
の
好
奇

心
に
訴
え
る
広
報
誌
を
目
指

し
た
つ
も
り
で
す
。
少
し
で

も
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
頂

け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
思
っ
た
よ
り
タ
フ
な
２
年

間
で
し
た
が
、
皆
様
の
ご
理

解
や
ご
協
力
に
よ
り
、
充
実

し
た
時
を
経
験
さ
せ
て
頂
き

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
あ
な
た
。

小
誌
の
最
後
の
こ
ん
な
と
こ

ろ
ま
で
ご
愛
読
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。「
議
会
だ
よ
り
」
は
ま

だ
続
く
予
定
で
す
が
、
ひ
と

ま
ず
、
さ
よ
な
ら
し
ま
す
。

�

（
朋
）

由
ゆ

良
ら

藩
はん

倉
そう

跡
あと

知っとんなる？こんな北栄

　1719年（享保４年）に完成した由良藩倉には、近
隣の村々から約8000石の年貢米が納められ、因幡・
伯耆両国の中では鳥取・米子・橋津についで４番目に
多い量でした。
　ここから小舟で沖合で待つ藩の御用船に積み替えら
れ、大坂（現大阪市）の鳥取藩蔵屋敷に運ばれました。
この米の積み出しはかなり大規模な行事で、この風景
を見物する人たちで川岸がいっぱいになったと伝えら
れています。
　この藩倉によって小さな集落であった由良に人が集
まりはじめ、商業地・宿場町として栄えていきました。

　この頃、よく昔の夢を見るようになった。駅伝で襷が
近づいているのに、準備ができてなく慌ててる自分の姿だ。
　これまで走った総距離は18万キロを超える。地球～月
まで半分来た。死ぬまでに20万キロ走れることが夢だ。

山
やま

根
ね

　定
さだ

雄
お

さん（72歳）
（北条島）

（左から）増
ま す

田
だ

悠
ゆ

杏
あ

さん ６年生、杉
す ぎ

谷
た に

和
か ず

槻
き

さん ２年生、
長

は

谷
せ

川
が わ

楓
ふ う

果
か

さん ３年生、増
ま す

田
だ

大
だ い

吾
ご

さん ３年生（後）、
井
い の

上
う え

晴
は る

翔
と

さん １年生（前）、増
ま す

田
だ

雄
ゆ う

真
ま

さん ４年生、 
杉
す ぎ

谷
た に

花
は

奈
な

さん ５年生、増
ま す

田
だ

壮
そ う

吾
ご

さん ５年生

バス通学の小学生
（西高尾）

御用船のイカリ（レプリカ）


